
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学位授与方針との対応関係 

論文審査基準 DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 

1 先行研究を十分に検討した上で、研究の目的が明確に設定され、研究の意義が示され

ていること。 
○ ○ ○   

2 研究目的に対して研究方法が妥当であり、データや資料の収集と分析が適切になされ

ていること。 
 ○ ○  ○ 

3 研究全体に一貫性があり、研究の考察と結論に論理性・妥当性があること。 ○ ○ ○ ○ ○ 

4 適切な倫理的配慮がなされていること。  ○  ○  

5 全体の構成、言語表現等が適正で、学術論文としての体裁が整っていること。  ○    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【看護学専攻（看護学）】 ディプロマポリシー：ＤＰ 

保健医療福祉チームにおいて、主体的にチームをけん引できる。 ＤＰ１ 

多様化する保健医療福祉のニーズに対応すべくケアの受け手及びその家族の価値観や人権・

倫理の重視、情報提供・説明責任においてリーダーシップを発揮できる。 
ＤＰ２ 

人間に対する深い理解と専門職として確実な専門知識に裏打ちされた説明能力とマネジメン

ト能力を保持している。 
ＤＰ３ 

看護・ヘルスケアサービスの質的向上を図れる高度な職業人として活躍できる。 ＤＰ４ 

看護・ヘルスケアサービスをシステムとしてとらえ、理論的な探求心を通して革新的なサー

ビスを創造できる。 
ＤＰ５ 

看護学研究科看護学専攻修士課程の学位授与方針（ディプロマポリシー：ＤＰ） 

論文審査基準 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究指導スケジュール 

２年課程 

10月　中間報告会 報告会参加者からのコメン
トを参考に、修士論文を再
検討する。11月中旬　修士論文題目届

研究指導スケジュール（2年課程） 内容

一
　

年
　
次

４月～　領域・主指導教員の選択 教員とのゼミで研究テーマ
の焦点化する。

9月末「修士論文指導願」を提出
主研究指導教員の決定

研究テーマに合わせて、
主指導教員を決定する。

1月～3月　研究計画書の提出・発表会
発表会参加者からのコメン
トを参考に、研究計画書を
再検討し、洗練する。

二
　

年
　
次

1月中旬　修士論文提出 期日までに修士論文を仕上
げ、提出する。

1月末～2月　修士論文審査・最終試験（口頭試問） 口頭発表がスムースにでき
るよう準備する。

3月　修士論文発表会
修士課程修了

研究成果をわかりやすく
発表し、質問に対して適切
に答える。

2月～4月「人に関する研究倫理審査委員会」への提出 倫理指針を理解した上で、
審査書類を作成する。

3月～6月　：研究倫理審査結果受理
研究計画の決定

研究計画に基づき、実施に
取りかかる。

研究の実施、論文作成
指導教員の指導を受けなが
ら、研究を進め、修士論文
の作成に取り掛かる。



 

 

 

 

 

３年課程 

11月中旬　修士論文題目届

研究指導スケジュール（3年課程） 内容

一
　

年
　
次

４月～　領域・主指導教員の選択 教員とのゼミで研究テーマ
の焦点化する。

9月末「修士論文指導願」を提出
主研究指導教員の決定

研究テーマに合わせて、
主指導教員を決定する。

1月～3月　研究計画書の提出・発表会
発表会参加者からのコメン
トを参考に、研究計画書を
再検討し、洗練する。

二
　

年
　
次

三
　

年
　
　
次

1月中旬　修士論文提出 期日までに修士論文を仕上
げ、提出する。

1月末～2月　修士論文審査・最終試験（口頭試問） 口頭発表がスムースにでき
るよう準備する。

3月　修士論文発表会
修士課程修了

研究成果をわかりやすく発
表し、質問に対して適切に
答える。

10月　「人に関する研究倫理審査委員会」への提出 倫理指針を理解した上で、
審査書類を作成する。

12月　研究倫理審査結果受理
研究計画の決定

研究計画に基づき、実施に
取りかかる。

研究の実施、論文作成
指導教員の指導を受けなが
ら、研究を進め、修士論文
の作成に取り掛かる。

10月　中間報告会 報告会参加者からのコメン
トを参考に、修士論文を再
検討する。


